

は　　じ　　め　　に

[bookmark: _GoBack]昨年の９月から１０月にかけて発生した台風及び大雨では、県内の広範囲にわたり大きな被害が発生し、水道事業においては、特に房総半島台風で水道施設の停電により約１３万戸を超える断水が発生しました。被災された県民の皆様に、心よりお見舞いを申し上げます。
　また、１０月２７日には、一連の災害による断水は解消しましたが、この間に復旧に尽力された事業体はもとより、応急給水・応急復旧に御尽力いただいた応援事業体及び関係者の皆様に心から御礼申し上げます。

　水道は、県民が健康で文化的な生活を営む上で、欠かすことのできないライフライン施設として、また、産業・経済活動を支える基盤施設として、重要な役割を果たしています。
　しかしながら、水道事業を取り巻く環境は非常に厳しく、人口減少に伴う料金収入の減少、深刻化する人材不足、水道施設の老朽化の進行、耐震化の遅れなど様々な課題に直面して　　います。
　
こうした中、県においては、昨年９月に「次世代の千葉を支える水道の確立」を基本理念に掲げ、それを実現するための当面１０年間の取組を示した「水道事業基盤強化に係る　　　千葉県基本計画（千葉県版水道ビジョン）」を策定しました。
基本計画では、県内水道が目指すべき理想像を「持続」・「安全」・「強靭」の観点から設定し、その実現に向けた取組を県及び各事業体において進めることとしています。
また、理想像の実現には、各事業体のみの取組では限界があることから、統合・広域連携を積極的に進め、県内水道事業の基盤強化を図るため、統合等を進める上での基本的な方向性を示したところです。
なお、現在、県では、県内水道事業体等とともに、房総半島台風などにおける課題の検証及び有効な対策の検討を進めており、今後は、この検討結果を踏まえ、災害対応力の強化に取り組んでいくこととしています。

今後も安全で良質な水の安定供給を目指し、本県の水道事業の基盤強化に向け取り組んで　まいりますので、関係者の皆様には、より一層の御理解と御協力を賜りますようお願い　　　いたします。

  最後に、本書の作成に当たり、調査に御協力いただきました水道事業者等をはじめとする　関係者の皆様に厚く御礼申し上げますとともに、本書が今後の水道事業運営等の御参考に　　なれば幸いに存じます。

令和２年３月
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